
j 国際熱刊棚(ITTO)~ 2回理事会
横浜への本部設置後初の会合一

亀沢玲治

国際熱帯木材機関の第2回理事会が，去る 3月23日から 27日まで横浜国際会議場

で開催された。

'85年4月に国際熱帯木材協定が発効した後，ジュネーブで関かれた第1回理事会

は1年以上， 3回の会期にわたって，本部所在地及び事務局長の選出問題に終始した

ため，今回の理事会は，横浜への本部設置後初めての理事会であると同時に， ITTO 

の今後の方向を討議する実質的な会合としても初めてのものであった。

1. 横浜での初会合まで

「わが国では， r難産で生まれた子はよく育つ』と言われており，産みの苦しみが
大きかった分， ITTOは立派に，すくすくと育っていくものと確信しています。」乙

れは開会式での倉成外務大臣のスピーチの一節である。 UNCTAD の提唱以来，

協定の発効までに 10年近く，その後本部が決まり今回の理事会が開催されるまでに

は，さらに 2年という時間が経過していた。まさに“難産"といえよう。

その“難産"の末に聞かれた今回の理事会では，今後 ITTOが 「立派K，すくす

くとJ育っていくための重要事項が討議される乙とになっていたが， '86年11月1

日に事務局長の着任以来3月までに事務局の陣容は十分なものとはなっていなかった。

それにもかかわらず，会議は議長のリーダーシップlζ助けられて比較的効率よく進み，

5日間という短い時間で，事業計画，予算，事務局の組織 ・機構さらには各種規則lζ

至るまで幅広い討議が行われた。

2. わが国の立場

国際熱帯木材協定は商品協定の 1っとして誕生したが，緩衝在庫方式や輸出割当方

式等の価格調整機能を持たず，統計 ・情報の交換や生産国に対する技術協力を柱とす

る新しいタイプの協定と呼べるものである。また，熱帯木材の主たる生産地域である

東南アジア，中南米，アフリカの3地域で，それぞれ木材の生産や加工及び輸出に関

する状況が異なるほか，先進国においても輸入形態の違い等から関心分野は必ずしも一

致しておらず， ITTOとしては，乙うした産消双方の立場の違いをとのように機関の
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活動IC反映させていくかが重要なカギになりそうである。

わが国は，熱帯木材の最大の輸入国であるとともに， r木の文化」の中で培ってき
た優れた林業技術を持つ国として，技術協力や研究・開発を住とする ITTOIC大い

に貢献できると思われる。

また， ITTOは国連大学を除けば，臼本IC本部を置く国際機関としては初の本格的

なものであり，その活動に積極的に協力していく乙とは，わが国の国際化を促進して

いくうえでも大きな意義があり，わが国が他の国々以上IC，ITTOの発展l乙期待する

意味も乙の点にあると言える。乙の乙とは，倉成外務大臣が開会式のスピーチの中で，

わが国が ITTOのプロジェクトのため，国会承認を前提として '87年度に約 200万

ドルの任意拠出を行う用意がある旨，他の固に先駆けて表明した乙とにも表われてい

る。

3. 会議の慨要

実質的に初めてとも言える今回の理事会では， ITTOの事業計画が討議され，明確

な方向付けが行われる乙とが期待されていた。しかし，話し合いの過程で各加盟国聞

の立場の違いが明らかになり，事業計画はなかなかまとまりそうになかった。

協定発効後，約2年が経過しており，早急に何らかの活動を開始すべきだという意

見や事業の着手前に， ITTOの明確な方針を決める乙と，言し、かえれば手続上の詰め

が必要だという意見などがあり，話し合いは難航した。しかし，新しく誕生した

ITTOを大きく育てていこうという熱意は各国とも同じであり，全体会議のほかに，

生産国・消費国ことのミーティングや少数国間のコンタクト・クツレープ会合あるいは

ロビーでの個別打ち合わせが活発に繰り返され，熱心な話し合いが続いた。わが国も，

意見の調整やとりまとめに積極的に協力した結果，わが国から予定される拠出金の一

部を使用して， r経済情報及び市場情報Jr造林及び森林経営Jr林産業」の3つの分
野における 13の準備事業を開始する乙とで各国の同意を得た。そして，本年11月横

浜での開催が予定されている次回理事会の際，本格的プロジェクトの実施について検

討する乙ととし，そのため，事務局はこれら準備事業を踏まえた詳細なプロジェクト

提案を作成し， 8月末までに各加盟国に提示する乙とになった。

とにかく，わが国から早々に拠出の表明が行われた乙とは，難航した話し合いのデ

ットロックを解くのに大いに役立ったと言え，各国からも，機関1[.対するわが国の積

極的な姿勢が評価された。

なお，会期中，わが国以外にはスイスから 100万ドノレ，オラン夕、カ〉ら 60万ドlレの

任意拠出の申し出があった。

米国は， ITTOが熱帯木材に関するさまざまな情報を収集・分析するうえで中心的

な役割りを果たすべきであるとの観点から，統計情報面での活動にも重点を置くよう

主張し，乙の点については各国も同意し， ITTO独自の統計情報機能の充実を図る乙

ととなった。

乙のほか，機関の常設委員会として協定に明記されている「経済情報及び市場情報
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に関する委員会Jr造林及び森林経営iζ関する委員会Jr林産業に関する委員会」の 3
つの委員会の設置と次回理事会直前に乙れら委員会を開催する乙とが決ま った。事業

計画と関連性の深い予算や事務局の組織 ・機構については，事業計画の話し合いに多

くの時閣を費したために十分な検討ができず，次回理事会でプロジェクトの審議とあ

わせて再検討されることとなった。

4. 今後の方向

熱帯林は近年その減少が進み，大きな問題となっているが，乙の乙とは，熱帯木材

資源、の減少という乙とのみならず地球的な規模の環境にも影響を及ほ‘しうるものとし

て心者己されている。今回の理事会にも，熱帯林の保全に関心を有する環境保護団体が，

東南アジアのほかオーストラリアや欧米からもオブザーパーとして参加し， ITTOの

今後の活動に期待を込めて， 14団体連名で約1万2千ド‘ノレの拠出を申し出た。との

ζとは，熱帯木材を取り巻く問題の多様さを表わしているとともに，ITTOの活動K

対する各方面からの関心の大きさを示すものと言えよう。

木材は，石油等の鉱物資源と違い，現実的な周期で再生産が可能な質源、ではあるが，

無計画な開発が続けば，その枯渇化も避けられない。また，熱帯木材は，重要な輸出

品として開発途上国経済の 1つの住となっている。熱帯林の生態系にも配慮し，環境

との調和と資源の維持を図りつつ 熱帯木材の持続的な利用を進めるためには，生産

国と消費闘が協力しつつ，それぞれの努力を積み重ねていく乙とが重要である。ITTO

が解決していくべき問題は山積しているが，商品協定及び国際協力の新しいあり方と

しての ITTOに対する期待は大きい。横浜での最初の理事会を終え，ようやくその

活動の第一歩を踏み出したばかりの乙の機関の今後を長い目で見守っていきたいもの

である。
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